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研究目的

本研究の目的は、日本のトップアスリートを対象に、運動中にスポーツドリンクを飲む習慣がむし
歯（う蝕）の発生や悪化に影響しているかを統計学的に明らかにすることです。水分やエネル
ギー補給に不可欠な飲料を、選手がむし歯のリスクを恐れず安心して安全に摂取できる環境や
方法を提言することを目指します。

研究対象者 2019年4月1日から2024年9月末までに、HPSC JISSスポーツクリニックにてデンタルチェックを
受診した日本のトップアスリートです。

研究概要

本研究では、2019年4月以降にクリニックでデンタルチェックを受けたトップアスリート約8,000人
のデータを使用します。  まず、アンケートの回答をもとに、運動中にスポーツドリンクを「飲むグ
ループ」と「水やお茶などを飲む（または何も飲まない）グループ」の2つに分けます。そして、それ
ぞれのグループでむし歯の数やなりやすさにどれくらい差があるかを統計学的に比較します。  分
析の際には、年齢や性別だけでなく、競技種目（屋内、屋外、水泳など）や、歯みがきの習慣
といった、むし歯に影響を与えそうな他の原因もあわせて考慮します。これにより、「運動中のス
ポーツドリンク摂取が本当にむし歯の主な原因なのか」を客観的に検証し、アスリートが安心して
水分補給できる正しいケア方法などの提案につなげます。

研究に用いる情報の種類

本研究に用いる情報の種類は以下の通りです。氏名、生年月日、性別、年齢、競技種目
（屋内・屋外、水泳等）、世代、喫煙歴、口腔清掃習慣、問診票の回答（運動中のスポー
ツドリンク摂取の有無）、現在歯数、う蝕経験歯数（DMFT等、診断名や評価結果などの診
療情報）

情報の提供先 東北大学大学院 分子・再生補綴学分野
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